











The Social Shaping of Competition Between Technological Artifacts 
 


































種々説明が展開されている（e.g. Foster, 1986; Tushman and Anderson, 1986; 
Henderson and Clark, 1990; Cooper and Smith, 1992; Christensen, 1997; 
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技術の事業化を行うこと（Foster, 1986; Henderson and Clark, 1990; Christensen, 
1997）や、既存事業の制約を受けないような組織内の状況を意図的に作り出すこと










装置において CT スキャンが MRI によって完全に駆逐されていないように、新規技
術による在来技術の急速な駆逐が起こるとは限らず、両技術が併存する場合もある
（大沼, 2009）。代替的技術の登場は、在来技術が近い将来において終焉を迎えるこ

























業に敗れる理由として以前から指摘されてきたものであった（Cooper and Schendel, 

































ないし「素朴な技術決定論（a crude form of technological determinism）」に対峙す












































































































































中心に論じた研究として Pinch and Bijker（1984）が挙げられる。彼らは、Dosi の議
論に対して、その意義を認める一方で、人工物レベルの技術（技術的人工
物:technological artefact）自体が考察されていない点を問題視する。そのうえで、「多














































































































































































































































の代わりに、技術変動（technology change / technological change）という表現が利用され
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